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耐越水堤防の経過と現状
（封印が解かれつつある耐越水堤防工法）

耐越水堤防は比較的安価な費用で堤防を強化し、洪水時の越水による破堤

を防ぐ工法である。

建設省土木研究所での耐越水堤防に関する実験結果を踏まえて、一級水系

の河川で、耐越水堤防の施工が1980年代の後半からほんの一部の河川で実

施されるようになった。

しかし、国交省は2000年代になって川辺川ダム等のダム事業推進の障壁に

なると考え、耐越水堤防の普及にストップをかけ、耐越水堤防工法は長らく実

施されなかった。

その後、耐越水堤防工法は20年間近く封印されてきたが、2019年10月の台

風19号水害で破堤した千曲川の穂保（ほやす）（長野市）などで耐越水堤防工

法が導入され、封印が解かれつつある。
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Ⅰ 比較的低コストの耐越水堤防工法

耐越水堤防の工法はいくつかの種類があるが、上記の工法は川裏法面（河川
とは裏側の法面）を連接ブロックと遮水シートなどで強化し、越水が起きても破堤
しないようにする工法である。
堤防1メートルあたり100万円程度で導入が可能で、スーパー堤防（堤防1メートル
あたり5000万円程度の例もある）と比べると、はるかに安上がりである。

川裏法面を連接ブロック
と遮水シートなどで強化

「河川堤防設計指針（第3稿）第6章（2000年3月） 河川堤防技術検討会



石崎勝義氏（元・建設省土木研究所次長）提案の
「耐越水堤防」（減勢フトンカゴ）

堤防高さ６㍍の場合
布団かご（５０㎝厚） 合算延長１６㍍ 堤防縦断方向１㍍当たり ２０万円
吸い出し防止マット（１０㎝） 同上 ２０㍍ 同上 ４０万円
合計 ６０万円
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いくつかある比較的低コストの堤防強化工法

（1ｍ当たり100万円程度）

（１）被覆型

① 鎧型堤防（アーマーレビー armor levee）

② 減勢フトンカゴ

（２）自立型

① ソイルセメント連続地中壁工法

・ＴＲＤ工法（Ｔrench cutting Ｒe-mixing Ｄeep wall）

・パワーブレンダ―工法

② ハイブリッド堤防（鋼矢板）
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ソイルセメント連続地中壁

ソイルセメント連続地中壁工法

堤防内にソイルセメント連続地中壁を設けて堤防を強化する工法で
ある。代表的な工法としてＴＲＤ工法とパワーブレンダ―工法がある。
1メートルあたり50～100万円とされている。
しかし、国交省は土堤原則を理由に堤防の中心部に入れることを認
めていない。
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［PR］
今回の台

「大規模河川の堤防も対応能力超え決壊 そのメカニズムとは」
（毎日新聞2019年10月14日）

堤防決壊の7～8割以上は越水による破堤であるので、越水しても
簡単に破堤しない堤防に強化することが急務
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（石崎勝義・元建設省土木研究所次長
『消されかかっている越水堤防』より）

〇 旧・建設省土木研究所が「洪水が越
水しても簡単には決壊しない堤防」（耐
越水堤防）の工法を1975年から1984年
にかけて研究開発

〇 建設省が一級河川の一部で1980年
代の後半から耐越水堤防を実施

〇 建設省が耐越水堤防の普及を図る
ため、2000年3月に「河川堤防設計指針
(第3稿)」を発行し、関係機関に通知。

Ⅱ 耐越水堤防の始まり



2000年3月 「河川堤防設計指針(第3稿)」
計画規模相当の洪水で越水する可能性がある区間では、耐越水を念頭に置い

た堤防設計（せめて人命被害を回避できる水準の設計）を行なうものとするが、こ

の堤防整備は、整備途上の河川における危機管理のための緊急避難的な措置で

ある。

堤防の高さが確保されたとしても、洪水調節施設や河道掘削等の遅延により計

画規模以下の洪水であっても容易に計画高水位を上回り、さらには越水する可能

性を否定することはできない状況となっている。このことから(中略)、被害の最小

化（減災）、特に人的な被害の回避という危機管理上の観点から、背後地の土地

利用状況を勘案し、必要に応じて越水に対しても一定の安全性を有するような堤

防（以下、難破堤堤防という）の整備すべき区間を設定し、このような区間につい

ては短時間の越水であれば耐えられるような構造となるよう堤防を設計する必要

がある。

9
（水木 靖彦 「越水に対する耐久性の高い堤防への想い」より）



耐越水堤防（フロンティア堤防・アーマーレビー（鎧型堤防））の実施例
（施工開始時期 1988～1998年度）

建設省土木研究所での耐越水堤防に関する実験結果を踏まえて、一級水系の河川で、
フロンティア堤防、アーマーレビーの名称でその施工が1980年代の後半から実施されるよ
うになった。

（国土交通省の資料 2016年9月9日）

〔注〕フロンティア堤防とアーマーレビーの差はなく、次第にフロンティア堤防
の名称に統一されるようになった。
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第６章 越水に対する難破堤
堤防の設計

「計画規模相当の洪水で越
水する可能性がある区間で
は、耐越水を念頭に置いた
堤防設計（せめて人命被害を
回避できる水準の設計）を行
なうものとするが、この堤防
整備は、整備途上の河川に
おける危機管理のための緊
急避難的な措置である。」

建設省が耐越水堤防の普及を図るため、2000年3月に
「河川堤防設計指針(第3稿)」を発行し、関係機関に通知。
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耐越水堤防の近年の経過は、下記の石崎氏と水木氏の著作、報告
を参照されたい。

石崎勝義氏（元・建設省土木研究所次長）
「鬼怒川の堤防決壊はなぜ起きたのか 消されかかっている

耐越水堤防」

水木靖彦氏（青森県職員ＯＢで河川担当）
｢『越水に対する耐久性の高い堤防』への想い｣



「フロンティア堤防の登場」

1996年建設白書 「求められる壊滅的被害の回避」
「計画規模を超えた洪水による被害を最小限に押え、危機的状況を回
避するため、越水や長時間の浸透に対しても耐えることができる幅の
広い高規格堤防（スーパー堤防）や、破堤しにくい質の高い堤防（フロ
ンティア堤防）の整備が求められる」

1997年建設白書 「水害・土砂災害等への対応」
「平成9年度を初年度とする第9次治水事業5箇年計画(案)においては、
越水に対し耐久性が高く破堤しにくいフロンティア堤防の整備を進める
こととしている」

1998年建設白書 「求められる壊滅的被害の回避」
「破堤をできるだけ防ぎ、被害を最小限にとどめるためのハード整備（大
洪水でも破堤しない「スーパー堤防」、越水・浸透への耐久性が高い
「フロンティア堤防」）を推進していく必要がある」

13（水木 靖彦 「越水に対する耐久性の高い堤防への想い」より）



2000年3月

「河川堤防設計指針(第3稿)」発行

2000年6月1日

河川局治水課流域治水調整官は、事務連絡という手続きで、北海

道開発局河川企画官、各地方整備局河川調査官あてに、「河川堤防

設計指針(第3稿)」を通知。

2000年7月

建設白書 「危機管理対応型社会の構築（壊滅的被害の回避）」

「万一、計画規模を上回る洪水が発生しても、破堤に伴う壊滅的な

被害の発生が回避できるスーパー堤防や、越水・浸透への耐久性

が高い堤防の整備を行う」

14
（水木 靖彦 「越水に対する耐久性の高い堤防への想い」より）



15

第６章 越水に対する難破堤
堤防の設計

「計画規模相当の洪水で越
水する可能性がある区間で
は、耐越水を念頭に置いた
堤防設計（せめて人命被害を
回避できる水準の設計）を行
なうものとするが、この堤防
整備は、整備途上の河川に
おける危機管理のための緊
急避難的な措置である。」

〔注〕国土交通省に情報公開請求で開示を
求めたところ、文書不存在で不開示となった
が、別ルートで入手することができた。

2000年3月 「河川堤防設計指針(第3稿)」
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「河川堤防設計指針(第３稿)」 241ページ

第１章 総説

第２章 堤防の整備および設計の考え方

第３章 堤防等現況調査

第４章 浸透に対する堤防の設計

第５章 侵食に対する堤防の設計

第６章 越水に対する難破堤堤防の設計

第７章 地震に対する堤防の設計

第８章 構造物周辺の堤防の整備 （構造物：水門、樋門）



2002年7月12日 河川局治水課長から北海道開発局河川計画課長、各

地方整備局河川部長あて「河川堤防の設計について」を通達

同日付けで、治水課河川整備調整官から各地方整備局河川調査官

等へ、2000年6月1日付け流域治水調整官事務連絡｢河川堤防設計指

針(第3稿)｣は 廃止する旨の通知

代わって通知された「河川堤防設計指針 2002年7月12日」は耐越水

堤防に関する記述が一切消えていた。
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Ⅲ ダム推進のために消えた耐越水堤防工法（１）
川辺川ダム住民討論集会（2001年12月）の直後
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2001年12月9日 潮谷義子・熊本県知事の意向で開催

耐越水堤防が国交省の公式文書から退場したのは、2001年12月から
の川辺川ダム住民討論集会で、耐越水堤防の存在がダム推進の妨げ
になると国交省が考えたからである。



2001年12月9日 第1回住民討論集会

住民側は情報公開請求による開示資料を基に、「フロンティア堤防計画を実施すれば、八
代地区で球磨川は氾濫せず、川辺川ダムは不要」と指摘。
■国土交通省
「確かに、八代地区だけをみれば、八代だけであれば、あと70億円で、八代の皆様だけは、
80年に一度の洪水に対して、安全に暮らせるかもしれません。」
「強化堤防の整備、八代萩原地区ということで、今現在の堤防よりもさらに断面積を膨らまし
て、堤防を強化するという事業でございまして、これは八代工事事務所のほうで、今年度か
ら実施することとしている、ということでございます。」

2002年度
◆「事業概要やつしろ」から、「萩原堤」「フロンティア堤防」「強化堤防」の記述が一切消える。

2002年6月22日 第3回住民討論集会現地視察
◆国土交通省
「私どもやろうと思っていましたけれども、結果的に、八代海域の調査委員会の調査費用な
どが、ちょっとかかりまして、そちらのほうに予算を充当して、出来なかったということでござ
います。H14年度も同じような状況で、現在萩原地区については、予算が付いていないと言
うような状況でございます。平成１5年度以降、予算がつけば、堤防の基盤の補強、河床の
補強対策等、すすめていきたいというふうに考えております。」

19（「子守唄の里・五木を育む清流川辺川を守る県民の会」のＨＰより）

川辺川ダムを考える住民大集会



萩原
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今なお続く川辺川
ダム問題

熊本県では球磨
川水系での川辺川
ダムの建設の是非
が住民討論集会等
で、争われてきた。
川辺川ダムは
2020年7月の熊本
豪雨のあと、「流水
型川辺川ダム」とい
う衣をまとって、再
登場し、2035年度
完成予定で、事業
が始まろうとしてい
るが、ダムの必要
性は今なお希薄で
ある。
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Ⅳ ダム推進のために消えた耐越水堤防工法（２）
土木学会からの報告（2008年10月27日）
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平成20年４月25日
国土交通省近畿地方整備局 局長 布村 明彦 様

｢淀川水系河川整備計画原案(平成19年８月28日)｣に対する意見

淀川水系流域委員会 委員長 宮本 博司

淀川水系流域委員会の2008年4月の意見書
5基のダム計画中止と耐越水堤防への強化対策を求めた。

〔注〕宮本博司氏：近畿地方整備局河川部長を経て本省河川局防災課長を最後に2006年に退職。
その後、民間人として淀川水系流域委員会の委員長を務めた。
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淀川水系流域委
員会が２００８年
に中止を求めた
５基のダム計画
のその後

再開発

中止

推進

大戸川（だいどがわ）
ダムは2019年に三日
月大造・滋賀県知事
がダム推進に変わり、
2020年に事業凍結が
解除された。
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国交省・淀川河川事務所から土木学会へ
耐越水堤防の技術的評価を委託（2008年8月29日）
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４）越水対策
本報告では越水対策工法を被覆型と自立型の二つに分類して検討した。
経験的に確認されてはいない越水対策の安全性を、計画高水位以下で
堤防が有する安全性と同程度とするには、高い信頼性を有する工学的知
見に基づく判断が必要とされる。
越水対策として被覆型工法の採用により断面二次元的には既存の技術
により堤防裏法面の侵食に対する保護と抑制はかなりの程度可能である
ものの、被覆型工法は耐侵食性、耐候性、耐震性等の長期にわたる実効
性が未だ明らかではなく、維持管理上の観点から、現時点での被覆型に
よる越水許容の実現性は乏しい。

国交省は耐越水堤防の実用性を否定するために、
土木学会へ耐越水堤防の技術的評価を委託した。（2008年8月29日）

土木学会からの報告（2008年10月27日）
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土木学会の報告 2008年10月27日

被覆型工法

自立型工法



国交省の本音
ダム計画やスーパー堤防計画の推進に支障が出るので、国交省は
安価な耐越水堤防工法の導入にストップをかけている。

28

国交省はその後も2008年の土木学会の報告を耐越水堤防の実用性を
否定する根拠に使ってきた。

耐越水堤防について
（国交省治水課の回答 2015年8月27日）

〇 越水対策工法については、土木学会より、堤防を被覆する
エ法は耐侵食性、耐震性など長期にわたる実効性が未だ明ら
かではない点などが示されており、現実的な治水対策案として
採用できる状況にはなっていないと考えています。

〇 堤防強化に関する技術開発が各方面で実施されているとこ
ろですが、現在の技術レベルではスーパー堤防以外に越水に耐
えられる構造は確立されていません。
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千曲川堤防 越水４カ所復旧
（信濃毎日新聞2020年6月11日）

国土交通省千曲川河川事務所（長野市）は１０日、昨年１０月の台風１９号災害によ
る越水で被害を受けた千曲川の堤防４カ所を復旧したと発表した。決壊した長野市
穂保の堤防もほぼ復旧が完了。いずれも被災前と比べ、決壊までの時間を引き延ば
せるよう堤防を強化した。

堤防の住宅地側の下部にコンクリートブロックを設置。堤防から流れ落ちる水で最も
削れやすい部分を守り、決壊までの時間を延ばすようにした。

決壊場所を含む前後１４０メートルで、住宅地側と川側ののり面をコンクリートブロック
で補強。この１４０メートルを含む５６０メートル区間では住宅地側ののり面だけブロッ
クで強化し、川側は本年度中に整備する。

千曲川の穂保(ほやす）地区で
耐越水堤防工法を実施

2020年度中に560ｍ

（写真）復旧工事が完了した千曲川の堤防

Ⅴ 耐越水堤防の一部凍結解除（１）
2019年10月に大氾濫した千曲川で実施 北陸地方整備局
（千曲川堤防調査委員会（2019年10月～2020年12月））
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長野の千曲川決壊 台風１９号
県内１人死亡 ４人不明
（信濃毎日新聞 2019年10月14日）

千曲川流域では長野市穂保
の堤防決壊の他、千曲市雨宮
など１１カ所で濁流が堤防を越
える越水が発生。
氾濫は千曲市役所付近、長野
市松代、長沼、篠ノ井、須坂市、
上高井郡小布施町、中野市立
ケ花、飯山市街地などに拡大し
た。

千曲川の大氾濫 2019年10月
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長野市穂保(ほやす）地区
の千曲川の堤防決壊
（約70メートルの破堤）

千曲川支川・浅川の周辺が氾濫
域になった。濁流が家や車を押し
流し、被災直後は6000人以上が避
難した。

浅川、鳥居川の
合流点

千曲川への浅川の合流点付近が大
氾濫した。浅川ダム（2017年竣工）はそ
の合流点から約１４㎞上流にあるが、
当時、浅川ダムには洪水がほとんど貯
留されず、何の役割も果たなかった。
浅川ダムの集水面積は15.2㎢で、千
曲川の立ケ花地点の流域面積6442㎢
の約1/400であり、微々たるものである
。
浅川ダムの建設に380億円の事業費
（国庫補助率50％）が投じられたが、無
意味な治水対策であった。
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粘り強い堤防整備/水位低下が困難個所に/国交省河川堤防検討会

（建設通信新聞2020-06-16）

国土交通省「令和元年台風第１９号の被災を踏まえた河川堤防に

関する技術検討会」第３回（2020年6月12日）

洪水時に河川水位を下げる対策の実施が困難な個所を候補に、危機

管理として緊急的・短期的に河川堤防を強化し、越流した場合に決

壊しにくい「粘り強い堤防」を整備する。

（第２回技術検討会の資料より）

Ⅵ 耐越水堤防の一部凍結解除（２）
国交省が耐越水堤防を一部河川で実施し始めた
国交省「令和元年台風第19号の被災を踏まえた河川堤防に関する
技術検討会」第1回～3回（2020年2月～6月）
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国土交通省「河川堤防の強化に関する技術検討会」（2022年5月20日）資料2

越水に対して粘り強い堤防



国土交通省「第１回 令和元年台風第１９号の被災を踏まえた河川堤防に関する技術検討会（2020年2月14日）」

34



35
の二人は「耐越水堤防」に対して否定的な見解を示した2008年の土木学会「耐越

水堤防検討委員会」の委員でもあった。座長は同じ人物である。
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Ⅶ 耐越水堤防工法の実施を河川管理者に働きかけよう

現在の河川は、堤防の高さが確保されたとしても、河道掘削等の遅延により計画規模
以下の洪水であっても容易に計画高水位を上回り、さらには越水する可能性を否定す
ることはできない状況となっている。
堤防決壊の7～8割以上は越水による破堤であるので、越水しても簡単に破堤しない
堤防に強化することが急務である。

被害の最小化（減災）、特に人的な被害の回避という危機管理上の観点から、必要に
応じて越水に対して一定の安全性を有する堤防、耐越水堤防工法を実施する必要があ
る。

耐越水堤防工法は建設省土木研究所での耐越水堤防に関する実験結果を踏まえて
、一級水系の河川で、耐越水堤防の施工がほんの一部の河川で1980年代の後半から
実施されるようになったが、国交省は2000年代になって川辺川ダム等のダム建設設推
進の障壁になると考え、耐越水堤防の普及にストップをかけ、耐越水堤防工法は長らく
実施されなかった。

その後、耐越水堤防工法は20年間近く封印されてきたが、2019年10月の台風19号水
害で破堤した千曲川などで耐越水堤防工法が導入され、封印が解かれつつある。

私たちは国交省等の河川管理者に各河川での耐越水堤防工法の早期実施を働きか
けていく必要がある。


